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被用者保険の適用と労働時間　

被
用
者
保
険
の
適
用
と
労
働
時
間

─
─
日
本
年
金
機
構
（
ベ
ル
リ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
事
件				






東
京
地
裁
判
決
を
き
っ
か
け
に
─
─

地　
　

神　
　

亮　
　

佑

一　

問
題
の
所
在

　

あ
る
労
働
者
が
厚
生
年
金
保
険
や
健
康
保
険
等
の
被
用
者
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
（
被
保
険
者
資
格
を
有
す
る
）
か
否
か
は
、
当

該
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
（
事
業
主
）
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
関
心
事
で
あ
る
。
将
来
的
な
関
心
事
と
し
て
各
種
年
金
や
傷
病
手
当
金
と

い
っ
た
給
付
の
充
実
と
い
う
点
が
あ
る
が
、
現
在
の
関
心
は
保
険
料
拠
出
に
あ
る
だ
ろ
う
。
労
働
者
が
被
用
者
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

保
険
料
の
半
分
は
使
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
少
な
く
と
も
使
用
者
と
し
て
は
人
件
費
の
面
で
負
担
と
な
る
。
労
働
者

に
と
っ
て
は
将
来
の
給
付
が
充
実
す
る
と
い
う
面
が
あ
る
一
方
で
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
や
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て

の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
一
般
に
い
う
「
扶
養
か
ら
外
れ
る
」）
た
め
、
保
険
料
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
ん
な
中
、
い
わ
ゆ
る
短
時
間
就
労
者
（
さ
し
あ
た
り
所
定
労
働
時
間
・
所
定
労
働
日
数
が
い
わ
ゆ
る
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
に
比
し

て
短
い
労
働
者
と
定
義
し
て
お
く
）
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
だ
け
で
な
く
労
働
者
も
、
保
険
料
の
支
払
が
労
働
実
態
や
保
険
給
付
に
見
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合
わ
な
い
負
担
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
後
述
の
平
成
二
四
年
法
改
正
以
前
は
短
時
間
就
労
者
を
適
用

除
外
と
す
る
明
文
の
規
定
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
実
務
に
お
い
て
は
、
所
定
労
働
時
間
の
短
い
者
は
被
保
険
者
資
格
を

与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
取
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
法
改
正
に
よ
り
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
事
業
所
に
お
け
る
通

常
の
労
働
者
の
四
分
の
三
未
満
の
労
働
者
が
原
則
と
し
て
適
用
除
外
と
さ
れ
る
明
文
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
短
時
間
就
労
者
を
適
用
除
外
と
す
る
趣
旨
・
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
所
定
労
働
時
間
」
な

る
い
っ
け
ん
客
観
的
だ
が
事
実
上
使
用
者
の
任
意
に
定
め
得
る
概
念
を
被
用
者
保
険
の
適
用
可
否
に
あ
た
っ
て
用
い
る
こ
と
は
理
論

上
・
実
務
上
妥
当
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
法
改
正
以
前
の
行
政
に
よ
る
取
扱
い
、
法
施
行
以
前
に
短
時
間
就
労
者
の
厚
生
年
金
被
保
険
者
資
格
の
有
無
が
争
わ
れ

た
日
本
年
金
機
構
（
ベ
ル
リ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
事
件
東
京
地
裁
判
決
の
判
示
、
改
正
法
（
現
行
法
）
や
法
改
正
後
に
発
出
さ
れ
た
行

政
通
達
を
参
照
し
な
が
ら
、
被
用
者
保
険
の
適
用
対
象
を
所
定
労
働
時
間
で
決
定
す
る
こ
と
の
根
拠
や
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

二　

法
改
正
前
の
取
扱
い

1　

法
律
の
定
め

　

平
成
二
四
年
、「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」（
平
成
二
四
年
法
律
六
二
号
）
に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
以
下
、「
厚
年
法
」）
や
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
改
正
以

前
の
法
に
お
け
る
被
保
険
者
資
格
に
つ
い
て
の
定
め
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
以
下
、
厚
年
法
の
規
定
に
よ
る
）。

　

厚
年
法
九
条
は
、「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
」
と
規
定
す
る
（
現

（
1
）

（
2
）
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行
法
も
同
じ
）。
一
方
で
、
同
法
一
二
条
は
①
公
務
員
等
、
②
臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
者
・
二
月

以
内
の
期
間
を
定
め
て
使
用
さ
れ
る
者
、
③
所
在
地
が
一
定
し
な
い
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
、
④
季
節
的
業
務
に
使
用
さ
れ
る
者
、

⑤
臨
時
的
事
業
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
を
「
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
」
旨
定
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
改
正

前
に
お
い
て
は
、
所
定
労
働
時
間
が
短
い
労
働
者
を
適
用
除
外
と
す
る
明
文
の
規
定
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

2　

行
政
実
務
に
お
け
る
取
扱
い

　

こ
れ
に
対
し
、
昭
和
五
五
年
に
旧
厚
生
省
か
ら
発
出
さ
れ
た
「
内
か
ん
」
な
る
行
政
内
部
の
文
書
は
、
短
時
間
就
労
者
の
健
康
保
険

お
よ
び
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、「
健
康
保
険
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
の
趣
旨
か
ら
当
該
就
労
者
が

当
該
事
業
所
と
常
用
的
使
用
関
係
に
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
常
用
的
使
用
関
係
」
に
あ
る

か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
三
つ
の
点
に
「
留
意
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

①　

常
用
的
使
用
関
係
に
あ
る
か
否
か
は
、
当
該
就
労
者
の
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
認
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②　

そ
の
場
合
、
一
日
又
は
一
週
の
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
一
月
の
所
定
労
働
日
数
が
当
該
事
業
所
に
お
い
て
同
種
の
業
務
に
従
事

す
る
通
常
の
就
労
者
の
所
定
労
働
時
間
及
び
所
定
労
働
日
数
の
お
お
む
ね
四
分
の
三
以
上
で
あ
る
就
労
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③　

②
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
①
の
趣
旨
に
従
い
、
被
保
険
者
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
適
当
な
場
合
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
就
労
者
の
就
労
の
形
態
等
個
々
具
体
的
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で

（
3
）

（
4
）
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あ
る
こ
と
。

　

要
は
、
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
所
定
労
働
日
数
（
以
下
、
両
者
を
あ
わ
せ
「
所
定
労
働
時
間
等
」）
が
「
通
常
の
就
労
者
」
の
四
分

の
三
以
上
で
あ
れ
ば
自
動
的
に
被
保
険
者
と
な
り
、
そ
れ
未
満
で
あ
れ
ば
諸
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
「
常
用
的
使
用
関
係
」
が
あ
れ
ば

被
保
険
者
と
な
る
と
い
う
取
扱
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三　

日
本
年
金
機
構
（
ベ
ル
リ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
事
件

　

こ
こ
で
は
、
議
論
の
端
緒
と
し
て
、
改
正
法
施
行
前
に
短
時
間
就
労
者
の
被
保
険
者
資
格
の
有
無
が
争
わ
れ
た
日
本
年
金
機
構
（
ベ

ル
リ
ッ
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
）
事
件
東
京
地
裁
判
決
（
以
下
、「
機
構
事
件
判
決
」
と
い
う
）
の
内
容
を
確
認
す
る
。

1　

事
実
の
概
要

 

（
1
）
Ｘ
と
Ａ
の
雇
用
契
約

　

外
国
人
で
あ
る
Ｘ
（
原
告
）
は
、
平
成
一
六
年
六
月
一
五
日
付
け
で
、
語
学
学
校
を
運
営
す
る
Ａ
と
の
間
で
、
雇
用
契
約
を
締
結
し
、

Ａ
の
厚
年
法
上
の
適
用
事
業
所
に
お
い
て
就
労
し
て
い
る
。
Ｘ
と
Ａ
は
、
一
週
間
で
三
五
レ
ッ
ス
ン
（
一
レ
ッ
ス
ン
は
四
〇
分
）
を
担

当
し
て
勤
務
を
行
い
、
そ
れ
を
超
え
て
レ
ッ
ス
ン
を
担
当
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
レ
ッ
ス
ン
ご
と
に
報
酬
が
加
算
さ
れ
る
と
い
う
内
容

を
有
す
る
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。

　

Ａ
に
お
い
て
は
Ｘ
と
同
様
の
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
従
業
員
以
外
に
「
常
勤
講
師
」
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
も
の
が
い
る
。
常
勤
講
師

は
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
四
〇
時
間
と
し
、
こ
の
所
定
労
働
時
間
を
前
提
と
し
た
基
本
給
が
支
払
わ
れ
、
所
定
労
働
時
間
を
超

（
5
）
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え
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
時
間
給
が
加
算
さ
れ
る
。

 
（
2
）
Ａ
に
お
け
る
厚
生
年
金
被
保
険
者
に
関
す
る
取
扱
い

　

Ａ
は
、
平
成
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
付
け
で
、
平
成
二
〇
年
一
月
一
八
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
従
業
員
（
教
師
）
の
厚
生
年
金
保
険
を

含
む
社
会
保
険
加
入
の
基
準
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
従
業
員
に
通
知
し
た
。

・
社
会
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
見
直
し
は
三
か
月
期
間
ご
と
に
変
わ
る
。

・
教
師
が
三
か
月
期
間
、
連
続
で
各
月
一
九
八
レ
ッ
ス
ン
以
上
担
当
し
た
場
合
は
、
社
会
保
険
に
強
制
加
入
と
な
る
。

・
教
師
が
三
か
月
期
間
の
う
ち
、
一
か
月
で
も
担
当
し
た
レ
ッ
ス
ン
数
が
一
九
八
レ
ッ
ス
ン
以
下
で
あ
っ
た
場
合
は
、
社
会
保
険

に
入
る
必
要
が
な
い
。
た
だ
し
、
教
師
が
一
か
月
で
一
九
八
レ
ッ
ス
ン
以
上
担
当
し
た
場
合
は
、
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
社
会
保
険
に
加
入
し
た
教
師
が
引
き
続
き
加
入
を
続
け
た
い
場
合
は
、
三
か
月
期
間
の
う
ち
最
低
一
か
月
は
一
七
六
レ
ッ
ス
ン

以
上
担
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ａ
に
お
い
て
は
、
教
師
が
六
か
月
連
続
し
て
一
か
月
当
た
り
の
担
当
し
た
レ
ッ
ス
ン
数
が
一
七
六
レ
ッ
ス
ン
を
下
回
っ
た
場

合
は
、
社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
旨
の
運
用
が
さ
れ
て
い
た
。

 

（
3
）
Ｘ
の
被
保
険
者
資
格
喪
失
の
経
緯

　

Ｘ
は
、
平
成
一
八
年
八
月
一
日
に
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
Ｘ
が
平
成
二
一
年
一
月
一
八
日
か

ら
同
年
七
月
一
七
日
ま
で
の
六
か
月
間
に
担
当
し
た
レ
ッ
ス
ン
数
は
各
月
一
五
二
～
一
七
一
レ
ッ
ス
ン
（
後
掲
の
表
の
「
労
働
日
数
・

レ
ッ
ス
ン
数
」
を
参
照
）
で
あ
り
、
一
か
月
あ
た
り
の
レ
ッ
ス
ン
数
が
い
ず
れ
も
一
七
六
レ
ッ
ス
ン
を
下
回
っ
て
い
た
た
め
、
Ａ
は
、
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平
成
二
一
年
八
月
付
け
で
Ｘ
に
つ
い
て
被
保
険
者
の
資
格
の
喪
失
の
届
出
を
し
た
。

　

港
社
会
保
険
事
務
所
長
（
当
時
）
は
、
平
成
二
一
年
九
月
三
日
付
け
で
、
事
業
主
で
あ
る
Ａ
に
対
し
、
Ｘ
に
つ
い
て
同
年
八
月
一
日

付
け
で
被
保
険
者
の
資
格
の
喪
失
が
確
認
さ
れ
た
旨
の
通
知
を
し
た
。

 

（
4
）
Ｘ
の
勤
務
状
況

①　

報
酬
の
額

　

Ｘ
は
、
平
成
二
一
年
二
月
期
か
ら
同
年
一
〇
月
期
ま
で
の
間
、
移
動
交
通
費
を
除
き
一
か
月
に
三
〇
万
四
八
九
二
円
～
三
五
万
九
四

三
八
円
の
報
酬
を
支
給
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
Ｘ
は
、
Ａ
で
の
勤
務
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
報
酬
以
外
に
収
入
を
得
て
い
な
い
。

②　

レ
ッ
ス
ン
の
準
備
行
為

　

Ａ
に
お
い
て
は
、
生
徒
ご
と
に
、
使
用
し
て
い
る
教
材
や
進
行
具
合
等
の
記
載
が
さ
れ
た
ペ
ダ
カ
ー
ド
が
存
在
し
て
い
る
。
Ｘ
は
、

レ
ッ
ス
ン
前
に
担
当
す
る
各
生
徒
の
フ
ォ
ル
ダ
に
あ
る
ペ
ダ
カ
ー
ド
と
生
徒
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
紙
を
見
て
、
各
生
徒
の
進
行
具
合

や
仕
事
な
ど
の
情
報
を
確
認
し
て
レ
ッ
ス
ン
の
準
備
を
し
、
教
材
等
を
持
っ
て
教
室
に
行
き
、
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
た
と
供
述
し
て

い
る
。
ま
た
、
講
師
が
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
担
当
す
る
場
合
、
そ
の
合
間
に
五
分
の
間
隔
が
あ
る
。

　

Ｘ
は
、
厚
年
法
三
一
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
社
会
保
険
事
務
所
長
に
対
し
、
厚
生
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
確
認
の
請
求
を

行
っ
た
が
却
下
さ
れ
（
本
件
却
下
処
分
。
そ
の
後
、
本
件
却
下
処
分
は
厚
生
労
働
大
臣
等
が
し
た
処
分
と
み
な
さ
れ
、
同
処
分
に
係
る

権
限
の
受
任
者
は
日
本
年
金
機
構
（
被
告
兼
処
分
行
政
庁
）
と
な
っ
た
）、
審
査
請
求
・
再
審
査
請
求
と
も
に
棄
却
さ
れ
た
た
め
、
本

件
却
下
処
分
の
取
消
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
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2　

判
旨
─
─
請
求
認
容

 
（
1
）「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て

　

厚
年
法
の
規
定
中
、「
一
二
条
各
号
の
ほ
か
に
、
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
該
当

し
な
い
旨
を
具
体
的
に
定
め
た
明
文
の
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
」。

　
「
も
っ
と
も
、
以
下
の
各
点
を
考
慮
す
る
と
、
厚
年
法
一
二
条
各
号
に
規
定
す
る
者
以
外
の
全
て
の
労
働
者
が
被
保
険
者
に
該
当
す

る
と
い
う
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
」。

　

厚
年
法
に
よ
る
保
険
給
付
（
年
金
）
の
額
及
び
保
険
料
額
の
算
定
の
基
準
と
な
る
標
準
報
酬
月
額
の
最
低
額
が
九
万
八
〇
〇
〇
円
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、「
そ
の
額
を
大
き
く
下
回
る
よ
う
な
報
酬
月
額
の
支
払
を
受
け
て
い
る
労
働
者
も
被
保
険
者
に
該
当
す
る
も
の

と
し
た
場
合
、
保
険
料
の
半
額
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
該
労
働
者
及
び
そ
の
事
業
主
に
、
そ
の
労
働
実
態
に
見
合
わ
な
い
過

大
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
厚
年
法
は
、
一
般
に
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
な
い
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
」。

　

ま
た
、
厚
年
法
が
「
標
準
報
酬
月
額
を
決
定
す
る
基
礎
と
な
る
報
酬
月
額
を
算
定
す
る
に
当
た
り
、
報
酬
支
払
の
基
礎
と
な
る
日
数

が
一
七
日
未
満
の
月
の
報
酬
を
除
外
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
厚
年
法
は
、
月
一（
マ
マ
）八

日
以
上
の
勤
務
日
数
を
有
す
る

よ
う
な
労
働
者
を
被
保
険
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　
「
さ
ら
に
、
昭
和
一
九
年
法
律
第
二
一
号
に
よ
り
名
称
が
厚
年
法
と
改
め
ら
れ
る
前
の
労
働
者
年
金
保
険
法
に
つ
い
て
は
、
政
府
に

よ
り
、
そ
の
提
案
の
理
由
と
し
て
、『
惟
フ
ニ
労
働
者
ハ
、
自
己
ノ
労
働
能
力
ヲ
以
テ
生
活
維
持
ノ
唯
一
ノ
手
段
ト
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア

リ
マ
シ
テ
、
老
齢
、
廃
疾
及
ビ
死
亡
等
、
其
ノ
労
働
能
力
ヲ
減
退
又
ハ
喪
失
セ
シ
メ
マ
ス
ル
事
故
ハ
労
働
者
ニ
取
リ
マ
シ
テ
ハ
、
其
ノ

生
活
ヲ
不
断
ニ
脅
カ
ス
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
年
金
保
険
ノ
制
度
ハ
、
是
等
ノ
事
故
ニ
際
シ
テ
労
働
者
ノ
生
活
ヲ
保
障
シ
』
旨
の
説
明
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が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
者
年
金
保
険
法
は
、
制
定
さ
れ
た
当
初
に
お
い
て
、
自
己
の
労
働

力
を
唯
一
の
資
本
と
し
、
そ
の
提
供
し
た
労
働
力
の
対
価
と
し
て
得
た
賃
金
を
生
計
の
基
盤
と
し
て
生
計
を
支
え
る
労
働
者
を
対
象
と

し
、
こ
れ
ら
の
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
」。

　

以
上
の
ほ
か
、「
一
般
に
報
酬
の
額
は
労
働
時
間
の
長
短
に
相
関
す
る
と
い
え
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
厚
年
法
は
、
労
働
力
の
対

価
と
し
て
得
た
賃
金
を
生
計
の
基
盤
と
し
て
生
計
を
支
え
る
と
い
い
得
る
程
度
の
労
働
時
間
を
有
す
る
労
働
者
を
被
保
険
者
と
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
労
働
者
と
い
え
な
い
短
時
間
の
労
働
時
間
を
有
す
る
者
（
以
下
、
単
に
『
短
時
間
の
労
働
者
』
と

い
う
。）
は
、
厚
年
法
九
条
に
い
う
『
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
』
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

　
「
し
た
が
っ
て
、
厚
年
法
九
条
に
い
う
『
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
』
に
は
短
時
間
の
労
働
者
は
含
ま
れ
な
い

も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

　

そ
し
て
、「
厚
年
法
及
び
同
法
に
関
す
る
政
省
令
に
被
保
険
者
と
さ
れ
な
い
短
時
間
の
労
働
者
を
判
断
す
る
具
体
的
な
基
準
に
つ
い

て
の
定
め
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
被
保
険
者
と
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
趣
旨
に
照
ら
し
て
、

個
々
の
事
例
ご
と
に
、
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
」。

 

（
2
）
内
か
ん
に
つ
い
て

　
「
内
か
ん
は
、
厚
生
省
保
険
局
保
険
課
長
（
当
時
）
等
の
連
名
に
よ
る
都
道
府
県
民
生
主
管
部
（
局
）
保
険
課
（
部
）
長
宛
て
の
文

書
で
あ
っ
て
、
当
時
の
上
級
行
政
機
関
（
厚
生
大
臣
及
び
社
会
保
険
庁
長
官
）
の
補
助
機
関
が
、
下
級
行
政
機
関
（
都
道
府
県
知
事
）

の
補
助
機
関
に
対
し
て
、
法
令
の
解
釈
・
運
用
の
基
準
な
い
し
目
安
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」。

　
「
厚
年
法
は
、
常
に
月
に
一
七
日
未
満
の
勤
務
日
数
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
者
を
被
保
険
者
と
し
て
想
定
し
て
い
な
い
も
の
と
み
ら
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れ
る
こ
と
、『
一
七
日
未
満
』
は
、
週
休
二
日
で
週
五
日
勤
務
す
る
一
般
に
い
わ
ゆ
る
フ
ル
タ
イ
ム
の
労
働
者
と
さ
れ
る
者
の
労
働
日

数
の
四
分
の
三
未
満
に
当
た
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
通
常
の
労
働
者
の
所
定
労
働
時
間
及
び
所
定
労

働
日
数
の
お
お
む
ね
四
分
の
三
以
上
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
厚
年
法
上
の
被
保
険
者
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
自
体
に
不
合
理
な
点
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
趣
旨
に
従
っ
て
個
々
具
体
的
事
例
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
載
内
容
を
み
る
限
り
、
前
記
…
…
で
述
べ
た
判
断
の
枠
組
み
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」。

 

（
3
）
Ｘ
の
具
体
的
な
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
に
つ
い
て

　
「
一
般
に
、
語
学
学
校
に
お
い
て
、
英
語
講
師
が
レ
ッ
ス
ン
の
前
に
、
Ｘ
が
供
述
す
る
よ
う
に
、
生
徒
の
進
行
具
合
や
教
材
に
照
ら

し
て
レ
ッ
ス
ン
で
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
、
生
徒
の
仕
事
等
の
情
報
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」。

ま
た
、「
Ｘ
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
は
、
各
レ
ッ
ス
ン
の
準
備
と
し
て
一
定
の
時
間
を
割
い
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
上
記
の
よ
う

な
Ｘ
の
準
備
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
上
記
の
作
業
に
五
分
は
要
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　
「
こ
の
こ
と
に
加
え
、
前
記
の
と
お
り
、
Ａ
に
お
い
て
、
講
師
が
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
て
担
当
す
る
場
合
、
そ
の
合
間
に
五
分
の
間
隔

が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
五
分
に
つ
い
て
は
、
職
場
を
離
れ
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
事
実
上
職
場
又

は
そ
の
付
近
に
い
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
も
併
せ
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
、
連
続
し
た
レ
ッ
ス
ン
の

間
の
五
分
を
含
む
各
レ
ッ
ス
ン
前
の
五
分
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
と
さ
れ
る
か
否
か
の
検
討
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
労
働
時
間
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」。

　

そ
う
す
る
と
、
Ｘ
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
レ
ッ
ス
ン
の
時
間
は
四
〇
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
連
続
し
た
レ
ッ
ス
ン
の
間
の
五
分

を
含
む
各
レ
ッ
ス
ン
前
の
五
分
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、「
レ
ッ
ス
ン
数
に
四
五
分
を
乗
じ
た
時
間
を
基
に
算
定
す
べ
き
こ
と
に

な
る
と
こ
ろ
」、「
レ
ッ
ス
ン
数
を
踏
ま
え
た
Ｘ
の
Ａ
に
お
け
る
労
働
時
間
、
及
び
こ
れ
と
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
四
〇
時
間
と
す
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る
常
勤
講
師
の
労
働
時
間
（
一
月
当
た
り
二
二
日
勤
務
す
る
と
し
て
一
七
六
時
間
）

と
を
比
較
し
た
値
」
は
、
表
の
と
お
り
と
な
る
。

 

（
4
）
Ｘ
が
平
成
二
一
年
八
月
に
お
い
て
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
認
め
ら
れ

る
か
否
か
に
つ
い
て

　
「
Ａ
の
よ
う
な
語
学
学
校
に
お
い
て
は
、
教
師
が
担
当
す
る
レ
ッ
ス
ン
数
が
月
ご

と
に
変
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
被
保
険
者
の
資
格
の
有
無
を
判

断
す
る
に
当
た
り
、
一
定
の
期
間
を
考
慮
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
も
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
」、
Ａ

の
内
部
基
準
の
と
お
り
、「
対
象
と
な
る
平
成
二
一
年
八
月
の
前
六
か
月
及
び
後
三

か
月
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
」。

　
「
Ａ
に
お
け
る
内
部
基
準
に
お
い
て
は
、
一
か
月
当
た
り
一
九
八
レ
ッ
ス
ン
あ
る

い
は
一
七
六
レ
ッ
ス
ン
と
い
う
値
を
判
断
基
準
の
要
素
と
し
て
取
入
れ
て
お
り
、
一

レ
ッ
ス
ン
当
た
り
四
〇
分
と
し
て
労
働
時
間
を
計
算
す
る
と
、
一
九
八
レ
ッ
ス
ン
は

一
三
二
時
間
、
一
七
六
レ
ッ
ス
ン
は
一
一
七
・
三
時
間
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
、
常
勤

講
師
の
労
働
時
間
が
一
か
月
当
た
り
一
七
六
時
間
で
あ
る
の
と
比
較
す
る
と
、
一
九

八
レ
ッ
ス
ン
は
、
そ
の
四
分
の
三
、
一
七
六
レ
ッ
ス
ン
は
、
そ
の
三
分
の
二
に
相
当

す
る
も
の
と
な
る
」。

　

そ
し
て
、「
Ｘ
の
労
働
時
間
は
、
①
平
成
二
一
年
七
月
期
ま
で
の
六
か
月
間
、
②
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　表
労働日数 レッスン数 認定労働時間 比較

平成21年2月期 21日 168レッスン 126時間 72％

平成21年3月期 20日 152レッスン 114時間 65％

平成21年4月期 23日 171レッスン 128時間15分 73％

平成21年5月期 21日 159レッスン 119時間15分 68％

平成21年6月期 22日 163レッスン 122時間15分 69％

平成21年7月期 23日 160レッスン 120時間 68％

平成21年8月期 22日 172レッスン 129時間 73％

平成21年9月期 23日 188レッスン 141時間 80％

平成21年10月期 22日 162レッスン 121時間30分 69％
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平
成
二
一
年
八
月
期
か
ら
の
三
か
月
間
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
平
均
は
、
常
勤
講
師
の
労
働
時
間
の
三
分
の
二
を
超
え
て
お
り
、

特
に
②
の
期
間
は
、
四
分
の
三
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　

ま
た
、「
レ
ッ
ス
ン
前
の
五
分
を
加
え
た
場
合
の
労
働
時
間
で
み
れ
ば
、
Ａ
の
内
部
基
準
に
お
い
て
も
、
平
成
二
一
年
八
月
に
お
い

て
資
格
を
喪
失
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」。
さ
ら
に
、「
Ａ
に
お
け
る
社
会
保
険
の
加
入
に
係
る
内
部
基
準
に

つ
い
て
、
労
働
時
間
を
基
礎
に
し
て
引
き
直
す
と
」、「
Ｘ
の
平
成
二
一
年
八
月
期
か
ら
の
三
か
月
の
う
ち
、
平
成
二
一
年
九
月
期
の
労

働
時
間
は
、
…
…
常
勤
講
師
の
労
働
時
間
の
四
分
の
三
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
平
成
二
一
年
八
月
期
に
お
い
て
社
会
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
」。

　
「
そ
し
て
、
Ｘ
の
労
働
日
数
は
、
平
成
二
一
年
二
月
期
か
ら
同
年
一
〇
月
期
ま
で
、
い
ず
れ
の
月
に
お
い
て
も
お
お
む
ね
二
二
日
で

あ
っ
て
、
常
勤
講
師
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
い
え
る
」。

　
「
ま
た
、
Ｘ
の
報
酬
の
月
額
は
、
…
…
い
ず
れ
の
月
に
お
い
て
も
標
準
報
酬
月
額
の
最
低
額
を
大
き
く
上
回
り
、
か
つ
十
分
に
生
計

を
支
え
る
と
い
い
得
る
程
度
の
額
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
報
酬
の
額
に
加
え
、
Ｘ
が
平
成
一
六
年
六
月
一
五

日
に
ベ
ル
リ
ッ
ツ
と
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
以
後
継
続
的
に
就
労
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
雇
用
関
係
は
安
定
し
て
い
る
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
」。

　

以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
平
成
二
一

年
八
月
当
時
に
お
い
て
、
Ｘ
に
つ
い
て
、
短
時
間
の
労
働
者
と
し
て
被
保
険
者
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
は
、
本
来
、
同
月
の
前
後
を
通
じ
て
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
し
て
い
た
も
の
と

み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
…
…
Ｘ
は
、
平
成
二
一
年
八
月
一
日
付
け
で
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
旨
の
確
認
が

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
日
に
お
い
て
、
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
（
再
取
得
）
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
べ
き
で
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あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
、
同
月
に
お
い
て
、『
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
』
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」。

四　

短
時
間
就
労
者
を
被
保
険
者
と
し
な
い
根
拠
の
検
討

　

以
下
、
機
構
事
件
に
お
け
る
判
示
を
も
と
に
、
短
時
間
就
労
者
を
「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
七
十
歳
未
満
の
者
」
に
該
当
し
な

い
と
す
る
解
釈
や
、
後
述
の
法
改
正
後
の
明
文
に
よ
る
適
用
除
外
の
根
拠
と
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1　

内
か
ん
の
考
え
方
と
裁
判
所
の
考
え
方
の
違
い

 

（
1
）
日
本
年
金
機
構
の
主
張

　

内
か
ん
に
基
づ
く
取
扱
い
に
よ
り
、「
巷
間
、
所
定
労
働
時
間
お
よ
び
所
定
労
働
日
数
が
通
常
の
就
労
者
の
四
分
の
三
以
上
で
な
い

と
被
用
者
保
険
に
加
入
で
き
な
い
、
と
信
じ
ら
れ
て
」
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
そ
も
そ
も
一
般
的
基
準
と
し
て
「
適
用
事
業
所

に
使
用
さ
れ
る
…
…
者
」
を
「
常
用
的
使
用
関
係
」
に
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
常
用
的
使
用
関
係
」
に
あ
る
も
の
の
み
を
被
保
険
者
と
す
る
取
扱
い
の
根
拠
と
し
て
は
、
機
構
事
件
判
決
に
お
け
る
被
告
兼
処
分

行
政
庁
で
あ
る
日
本
年
金
機
構
の
主
張
が
参
考
に
な
る
。
や
や
入
り
組
ん
だ
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
要
旨
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て

い
る
。

ⅰ　

被
用
者
保
険
制
度
の
対
象
が
「
自
己
の
労
働
力
を
唯
一
の
資
本
と
し
、
そ
の
提
供
し
た
労
働
力
の
対
価
と
し
て
得
た
賃
金
の
み

を
生
計
の
基
盤
と
し
て
生
計
を
支
え
る
労
働
者
」（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
労
働
者
を
「
生
計
維
持
型
労
働
者
」
と
い

う
）
で
あ
る
こ
と
。

（
6
）

（
7
）
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ⅱ　

標
準
報
酬
月
額
の
決
定
に
あ
た
り
、
勤
務
日
数
の
少
な
い
月
の
賃
金
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
や
、
下
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ⅲ　

使
用
者
に
も
保
険
料
負
担
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
用
者
保
険
に
よ
っ
て
保
護
す
る
に
値
す
る
労
働
者
を
、「
保
険
料
負
担

者
で
も
あ
る
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
」
を
基
準
と
し
た
一
定
の
労
働
者
に
限
定
し
て
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
う
し
た
主
張
に
つ
い
て
向
け
ら
れ
た
批
判
は
後
に
検
討
す
る
と
し
て
、
こ
の
主
張
に
照
ら
し
て
短
時
間
就
労
者
を
常
用
的
使
用
関

係
に
な
い
も
の
と
し
て
被
保
険
者
資
格
を
認
め
な
い
根
拠
を
も
う
少
し
整
理
・
補
足
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅰ
ⅱ　

一
般
に
報
酬
月
額
は
労
働
時
間
の
長
短
に
相
関
す
る
た
め
、
短
時
間
就
労
者
は
「
生
計
維
持
型
労
働
者
」
で
な
い
こ
と
が
多

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ⅲ　

短
時
間
就
労
者
で
あ
っ
て
も
賃
金
単
価
が
高
い
場
合
「
生
計
維
持
型
労
働
者
」
と
い
え
る
報
酬
を
得
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
し

か
し
、
短
時
間
就
労
者
は
「
使
用
者
と
の
関
係
が
緊
密
で
な
い
」
こ
と
が
多
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
主
張
の
短
時
間
就
労
者
が
適
用
除
外
と
な
る
根
拠
は
（
ａ
）
生
計
維
持
に
足
り
る
報
酬
が
な
い
こ
と
、

（
ｂ
）
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
が
弱
い
こ
と
、
の
二
点
に
あ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
内
か
ん
は
こ
の
二
点

か
ら
い
ち
お
う
四
分
の
三
基
準
を
設
け
て
い
る
が
、
四
分
の
三
に
満
た
な
い
短
時
間
就
労
者
に
つ
い
て
も
、
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、

就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
か
ら
常
用
的
使
用
関
係
に
あ
る
か
、
具
体
的
に
は
使
用
者
の
保
険
料
拠
出
を
義
務
付
け
る
に
足
り
る
使
用
者

と
の
関
係
の
緊
密
さ
が
あ
る
か
を
総
合
考
慮
し
、
被
保
険
者
資
格
を
認
め
る
と
い
う
途
を
残
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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（
2
）
裁
判
所
の
理
由
づ
け
と
内
か
ん
と
の
関
係

①　

短
時
間
就
労
者
を
除
外
す
る
根
拠

　

こ
れ
に
対
し
、
機
構
事
件
判
決
は
、
次
の
四
点
を
指
摘
し
、「
労
働
力
の
対
価
と
し
て
得
た
賃
金
を
生
計
の
基
盤
と
し
て
生
計
を
支

え
る
と
い
い
得
る
程
度
の
労
働
時
間
を
有
す
る
労
働
者
」
で
は
な
い
「
短
時
間
の
労
働
者
」（
こ
れ
は
判
旨
独
自
の
概
念
で
あ
る
）
は

「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
…
…
者
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

（
ア
）
標
準
報
酬
月
額
の
最
低
額
が
九
万
八
〇
〇
〇
円
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
を
大
き
く
下
回
る
報
酬
月
額
の
支
払
を
受
け
て
い
る
労

働
者
を
被
保
険
者
に
す
る
こ
と
は
労
働
者
・
事
業
主
と
も
に
過
大
な
負
担
と
な
る
）。

（
イ
）
報
酬
月
額
の
算
定
に
当
た
り
、
報
酬
支
払
の
基
礎
と
な
る
日
数
が
一
七
日
未
満
の
月
の
報
酬
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
。

（
ウ
）
前
身
の
労
働
者
年
金
保
険
法
の
立
法
趣
旨
（
賃
金
を
生
計
の
基
盤
と
し
て
生
計
を
支
え
る
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
）。

（
エ
）
一
般
に
報
酬
の
額
は
労
働
時
間
の
長
短
に
相
関
す
る
こ
と
。

　

加
え
て
、「
短
時
間
の
労
働
者
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
を
総
合
考
慮
し

個
別
判
断
す
べ
き
も
の
と
す
る
「
判
断
枠
組
み
」
を
示
し
た
。

　

判
旨
は
内
か
ん
の
い
う
「
常
用
的
使
用
関
係
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
四
つ
の
根
拠
は
日
本
年
金
機
構
の
主
張
を
採
用

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
（
ａ
）
報
酬
額
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
か
ん
の
い
う
（
ｂ
）「
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密

さ
」
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
、
触
れ
て
い
な
い
。
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②　

裁
判
所
に
よ
る
内
か
ん
基
準
の
評
価

　

機
構
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
内
か
ん
を
上
級
行
政
機
関
の
補
助
機
関
が
下
級
行
政
機
関
の
補
助
機
関
に
対
し
て
、
法
令
の

解
釈
・
運
用
の
基
準
な
い
し
目
安
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
四
分
の
三
基
準
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
「
上
回
る
」
者
を

自
動
的
に
被
保
険
者
と
し
て
い
る
一
方
で
、
四
分
の
三
未
満
の
短
時
間
就
労
者
に
つ
い
て
個
別
判
断
・
総
合
考
慮
方
式
を
と
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
裁
判
所
が
示
し
た
上
記
「
判
断
の
枠
組
み
」
に
「
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

内
か
ん
が
行
政
内
部
の
文
書
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
が
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
で
、
裁
判
所
が
行
政
通

達
等
に
定
め
ら
れ
た
基
準
を
合
理
的
で
あ
る
と
認
定
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
ま
た
は
そ
れ
を
参
考
に
個
別
判
断
を
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ

る
。
機
構
事
件
判
決
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
「
依
拠
・
参
照
」
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
事
案
へ
の
あ
て
は
め
に
お
い

て
実
際
に
「
四
分
の
三
」
を
考
慮
要
素
と
し
て
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
依
拠
・
参
照
」
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

2　

短
時
間
就
労
者
を
除
外
す
る
根
拠
の
検
討

 

（
1
）
裁
判
所
の
提
示
す
る
根
拠
─
─
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
報
酬
額

①　

報
酬
額
と
労
働
時
間

　

以
上
の
よ
う
に
、
裁
判
所
は
短
時
間
就
労
者
を
「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
」
と
し
な
い
根
拠
と
し
て
、（
ａ
）
生
計
を
支
え

る
に
足
り
る
報
酬
額
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
主
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
根
拠
と
し
て
は
弱
い
も
の
と
考
え
る
。

　

た
し
か
に
、
賃
金
単
価
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
労
働
時
間
数
が
少
な
け
れ
ば
報
酬
額
は
少
な
く
な
る
。
し
か
し
、
賃
金
単
価
が
高
け
れ

ば
労
働
時
間
数
が
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
生
計
を
維
持
す
る
に
足
り
る
報
酬
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
労
働
形
態
の
多
様
化

に
よ
り
、
短
時
間
就
労
者
が
す
べ
て
「
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
賃
金
を
得
て
い
な
い
」（
家
計
補
助
的
な
）
労
働
者
で
あ
る
と
は
現

（
8
）
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実
的
に
も
い
い
切
れ
な
い
。

　

ま
た
、
裁
判
所
は
標
準
報
酬
月
額
の
下
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
を
、
短
時
間
就
労
者
除
外
の
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

標
準
報
酬
月
額
の
下
限
を
大
き
く
下
回
る
よ
う
な
報
酬
月
額
し
か
得
て
い
な
い
労
働
者
を
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
で
使
用
者
だ
け
な
く

労
働
者
に
も
勤
務
実
態
・
報
酬
額
に
見
合
わ
な
い
過
大
な
負
担
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
、
厚
年
法
が
そ
の
よ
う
な
者
を
被
保
険
者
と
し
て

想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
点
ま
で
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
賃
金
単
価
が
高
け
れ
ば
労
働
時
間
が
短
く
と
も
標
準
報

酬
月
額
の
下
限
を
上
回
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
「
大
き
く
上
回
る
」）
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
短
時
間
就
労

者
を
適
用
除
外
に
す
る
根
拠
と
し
て
は
や
は
り
弱
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
裁
判
所
と
し
て
は
、
報
酬
額
だ
け
で
は
な
く
日
本
年
金
機
構
の
主
張
通
り
「
常
用
的
使
用
関
係
」「
使
用
者
と
の
関

係
の
緊
密
さ
」
と
い
う
根
拠
も
用
い
て
短
時
間
就
労
者
を
原
則
除
外
す
る
と
い
う
解
釈
を
と
る
か
、
報
酬
額
に
の
み
着
目
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
被
保
険
者
資
格
は
報
酬
額
が
標
準
報
酬
月
額
に
比
し
て
著
し
く
低
い
か
否
か
で
判
断
す
る
等
、
独
自
の
解
釈
を
と
る
べ
き
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

②　

標
準
報
酬
月
額
決
定
方
法
と
の
関
係

　

裁
判
所
は
、
厚
年
法
が
被
保
険
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
定
時
決
定
（
二
一
条
）
の
際
に
報
酬
支
払
の
基
礎
日
数
が
一
七
日
以
上
あ
る

こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
日
数
が
一
七
日
未
満
の
労
働
者
が
被
保
険
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
し
か

し
、
当
該
規
定
が
一
七
日
未
満
の
月
を
除
外
す
る
理
由
は
、「
定
時
決
定
を
行
い
、
一
年
間
不
動
の
標
準
報
酬
を
決
定
す
る
場
合
に
、

た
ま
た
ま
稼
働
日
数
が
少
な
く
、
そ
の
た
め
に
低
い
報
酬
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
月
を
も
入
れ
て
算
定
す
る
と
、
そ
の
者
の
標
準
報
酬

が
低
く
な
り
、
そ
の
者
の
受
け
る
報
酬
の
実
体
と
相
違
す
る
標
準
報
酬
が
決
定
さ
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
」。
さ
ら
に
、
法
定
週
労

働
時
間
が
四
〇
時
間
に
な
っ
て
も
算
定
対
象
と
す
る
報
酬
支
払
基
礎
日
数
が
二
〇
日
と
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
該
当
す
る
算
定
対

（
9
）

（
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）

（
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）
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象
月
が
な
い
場
合
の
報
酬
月
額
算
定
の
特
例
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
二
四
条
）
こ
と
も
考
え
る
と
、「
保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な
る
報

酬
支
払
基
礎
日
数
と
被
保
険
者
の
範
囲
を
確
定
す
る
基
準
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
」
の
で
あ
っ
て
、
短
時
間
就
労
者
（
所
定
労
働
日
数

の
少
な
い
者
）
に
被
保
険
者
資
格
を
認
め
な
い
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

 

（
2
）
日
本
年
金
機
構
の
主
張
─
─
短
時
間
就
労
者
と
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ

　

裁
判
所
の
提
示
す
る
（
ａ
）
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
報
酬
額
と
い
う
根
拠
よ
り
、
む
し
ろ
日
本
年
金
機
構
の
主
張
す
る
（
ｂ
）
短

時
間
就
労
者
は
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
が
薄
い
、
と
す
る
根
拠
の
ほ
う
が
、
理
解
可
能
で
あ
る
。
被
用
者
保
険
に
お
い
て
は
使
用

者
の
保
険
料
負
担
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
と
一
定
以
上
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
十
分
に
あ

り
得
る
。
そ
し
て
、
四
分
の
三
と
い
う
程
度
が
適
当
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
短
時
間
就
労
者
は
同
一
の
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
（
使
用
者
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
緊
密
で
あ
る
労
働
者
）
に
比
べ
て
相
対
的
に
そ
の
緊
密
さ
が
弱

い
と
一
般
的
に
は
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
短
時
間
就
労
者
が
使
用
者
と
緊
密
な
関
係
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
厚
年
法
一
二
条
各
号
に
定
め
る
適
用
除
外

の
対
象
と
な
る
臨
時
的
雇
用
の
者
等
に
つ
い
て
は
「
保
険
関
係
の
基
本
と
な
る
使
用
関
係
に
恒
常
性
が
な
く
、
使
用
期
間
も
短
い
と
い

う
こ
と
こ
ろ
か
ら
、
保
険
給
付
を
行
う
う
え
に
、
長
期
の
被
保
険
者
資
格
を
必
要
と
す
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
な
る
こ
と
が

必
ず
し
も
利
益
と
な
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
適
用
除
外
と
す
る
意
義
が
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
明
文
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
）
が
、
短
時
間
就
労
者
に
つ
い
て
は
「
数
か
月
・
数
年
を
超
え
て
就
労
し
て
い
る
者
は
、
常
用
的
使
用
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
」。
ゆ
え
に
、
内
か
ん
は
労
働
時
間
、
労
働
日
数
だ
け
で
は
な
く
「
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
」
も
考
慮
し
て
短
時
間
就
労
者

が
「
常
用
的
使
用
関
係
」
に
あ
る
か
を
判
断
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。「
就
労
形
態
」
に
機
構
事
件
判
決
の
判
旨
の
示
し
た
よ
う
な

「
雇
用
の
安
定
性
」（
無
期
雇
用
で
あ
れ
ば
比
較
的
認
め
ら
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
）
や
短
時
間
就
労
者
本
人
ま
た
は
事
業
所
の
同
種
の

（
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）

（
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）

（
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）
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労
働
者
の
実
際
の
勤
続
年
数
等
の
要
素
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
妥
当
な
解
釈
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

3　

小　

括

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
が
短
時
間
就
労
者
を
「
使
用
さ
れ
る
者
」
か
ら
除
外
す
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
「
生
計
を
支
え
る
に
足
り

る
報
酬
額
を
得
て
い
な
い
」
と
い
う
理
由
は
妥
当
で
は
な
い
。
他
方
で
、
通
常
の
就
労
者
に
対
し
て
所
定
労
働
時
間
が
四
分
の
三
未
満

の
短
時
間
就
労
者
が
一
般
的
に
「
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
」
を
欠
く
た
め
に
「
使
用
さ
れ
る
者
」
と
し
な
い
と
す
る
根
拠
は
、
労

働
時
間
・
労
働
日
数
だ
け
で
は
な
く
雇
用
の
安
定
性
や
雇
用
期
間
等
を
適
切
に
総
合
考
慮
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
の
み
、
妥
当
性

が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

五　

所
定
労
働
時
間
へ
の
限
定
─
─
法
改
正
後
の
課
題

1　

法
改
正
後
の
規
定
と
行
政
通
達

 

（
1
）
法
改
正
後
の
規
定

　

以
上
の
よ
う
に
、
厚
年
法
上
適
用
除
外
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、「
適
用
事
業
所
に
…
…
使
用
さ
れ
る
者
」
の
解
釈
に

よ
っ
て
一
部
の
短
時
間
就
労
者
に
つ
い
て
は
適
用
が
除
外
さ
れ
て
き
た
が
、
行
政
内
部
の
文
書
に
よ
っ
て
短
時
間
就
労
者
を
被
保
険
者

か
ら
除
外
す
る
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
を
決
め
る
の
は
問
題
で
あ
り
、「
早
急
に
立
法
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
前
述
の
平
成
二
四
年
改
正
に
よ
り
、
短
時
間
就
労
者
の
適
用
除
外
が
明
文
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

改
正
後
の
厚
年
法
一
二
条
に
は
次
の
よ
う
な
新
六
号
（
現
五
号
）
が
加
え
ら
れ
、
適
用
除
外
と
さ
れ
る
者
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

（
15
）
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事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
短
時
間
労
働
者
の
雇
用

管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
…
…
第
二
条
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
通
常
の
労
働
者
」
と
い

う
。）
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
同
条
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
短
時

間
労
働
者
」
と
い
う
。）
又
は
そ
の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
が
同
一
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
月
間
の
所
定

労
働
日
数
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

　

四
分
の
三
基
準
を
下
回
る
者
の
う
ち
例
外
的
に
適
用
除
外
に
な
ら
な
い
も
の
は
、（
イ
）
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二
十
時
間
以

上
で
あ
り
、（
ロ
）
当
該
事
業
所
に
継
続
し
て
一
年
以
上
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、（
ハ
）
報
酬
月
額
が
八
万
八
〇
〇
〇
円
以
上

で
あ
り
、（
ニ
）
学
生
で
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
適
用
除
外
に
な
ら
な
い
者
を
定
め
た
の
は
、「
厚
生
年
金
保
険
と
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
」
た
め

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
そ
れ
ま
で
行
政
内
部
の
基
準
で
あ
っ
た
四
分
の
三
基
準
が
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
か
ん
と
異

な
る
の
は
、「
四
分
の
三
以
上
の
者
は
被
保
険
者
と
し
て
取
り
扱
う
」
と
し
て
い
た
の
が
「
四
分
の
三
未
満
の
者
は
原
則
と
し
て
被
保

険
者
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
」
と
し
た
点
、
四
分
の
三
基
準
か
ら
「
お
お
む
ね
」
と
い
う
語
が
な
く
な
り
、
四
分
の
三
未
満
の
者
に
つ

い
て
は
、（
イ
）
～
（
ニ
）
に
す
べ
て
該
当
し
な
い
限
り
、
労
働
日
数
、
労
働
時
間
、
就
労
形
態
、
職
務
内
容
等
を
総
合
考
慮
し
て
被

保
険
者
と
し
て
認
め
る
余
地
が
な
く
な
っ
た
点
で
あ
る
。「
四
分
の
三
基
準
」
が
「
四
分
の
三
要
件
」
に
な
っ
た
と
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

（
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）
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（
2
）
法
改
正
後
の
行
政
通
達

　

法
改
正
に
際
し
、
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
取
得
基
準
を
定
め
る
新
た
な
行
政
通
達
が
発
出
さ
れ
、
内
か
ん

は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
通
達
に
は
、
四
分
の
三
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
事
務
を
取
り
扱
う
よ
う
記
載
さ

れ
て
い
る
。

①　

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
及
び
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
の
取
扱
い

　

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
及
び
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
と
は
、
就
業
規
則
、
雇
用
契
約
書
等
に
よ
り
、
そ
の
者
が
通
常
の
週
及

び
月
に
勤
務
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
時
間
及
び
日
数
を
い
う
。

②　

所
定
労
働
時
間
又
は
所
定
労
働
日
数
と
実
際
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
数
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
場
合
の

取
扱
い

　

所
定
労
働
時
間
又
は
所
定
労
働
日
数
は
四
分
の
三
基
準
を
満
た
さ
な
い
も
の
の
、
事
業
主
等
に
対
す
る
事
情
の
聴
取
や
タ
イ
ム

カ
ー
ド
等
の
書
類
の
確
認
を
行
っ
た
結
果
、
実
際
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
数
が
直
近
二
月
に
お
い
て
四
分
の
三
基
準
を
満
た
し
て

い
る
場
合
で
、
今
後
も
同
様
の
状
態
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
所
定
労
働
時
間
又
は
当
該
所
定
労
働
日
数
は
四
分

の
三
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

③　

所
定
労
働
時
間
又
は
所
定
労
働
日
数
を
明
示
的
に
確
認
で
き
な
い
場
合
の
取
扱
い

　

所
定
労
働
時
間
又
は
所
定
労
働
日
数
が
、
就
業
規
則
、
雇
用
契
約
書
等
か
ら
明
示
的
に
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
実
際
の
労
働
時

間
又
は
労
働
日
数
を
事
業
主
等
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
上
で
、
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
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）
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2　

所
定
労
働
時
間
を
用
い
る
こ
と
の
意
味

 
（
1
）
所
定
労
働
時
間
・
所
定
労
働
日
数
と
は
な
に
か

　

と
こ
ろ
で
、
厚
年
法
に
規
定
さ
れ
る
「
所
定
労
働
時
間
」
や
「
所
定
労
働
日
数
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
厚
年
法
の
み
な
ら
ず
定

義
を
し
て
い
る
法
律
が
な
い
。
一
般
に
、
労
働
契
約
（
就
業
規
則
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
始
業
時
刻
か
ら
終
業
時
刻
ま
で
の
時
間
か

ら
所
定
の
休
憩
時
間
を
差
し
引
い
た
時
間
を
所
定
労
働
時
間
と
呼
ぶ
と
さ
れ
る
。
始
業
・
終
業
時
刻
は
就
業
規
則
の
必
要
的
記
載
事
項

で
あ
る
か
ら
（
労
働
基
準
法
（
以
下
「
労
基
法
」）
八
九
条
一
号
）、
原
則
と
し
て
使
用
者
は
一
日
単
位
の
所
定
労
働
時
間
を
定
め
る
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
厚
年
法
に
お
け
る
所
定
労
働
時
間
は
「
一
週
間
」
の
所
定
労
働
時
間
を
い
う
か
ら
、
就
業
規
則
に
別
段

の
定
め
が
な
い
限
り
、
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
暦
週
に
お
け
る
、
合
計
の
所
定
労
働
時
間
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

他
方
、
就
業
規
則
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
所
定
労
働
時
間
と
は
別
に
、
労
基
法
上
実
際
に
労
働
し
た
時
間
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
実
労
働

時
間
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
労
基
法
上
の
実
労
働
時
間
は
、
最
高
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、「
労
働
者
が
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ

て
い
る
時
間
を
い
い
、
右
の
労
働
時
間
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
労
働
者
の
行
為
が
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
た
も
の
と
評
価

で
き
る
か
否
か
に
よ
り
客
観
的
に
定
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
契
約
、
就
業
規
則
、
労
働
協
約
等
の
定
め
の
い
か
ん
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
実
労
働
時
間
が
所
定
労
働
時
間
を
超
え
た
場
合
（
所
定
時
間
外
労
働
）、
一
般
に
「
残
業
」

を
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
改
正
後
厚
年
法
の
い
う
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
は
、
一
月
間
の
全
日
数
か
ら
労
働
契
約
（
就
業
規
則
）
上
労
働
義
務
の
な

い
所
定
休
日
を
差
し
引
い
た
時
間
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
実
労
働
時
間
と
同
様
に
実
労
働
日
数
（
一
か
月
の
全
日
数
の
う
ち
一

分
で
も
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
で
労
務
提
供
し
た
日
と
解
さ
れ
る
）
と
い
う
概
念
も
（
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
用
語
で
は
あ
る
が
）
あ

る
だ
ろ
う
。

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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（
2
）
被
用
者
保
険
に
お
い
て
所
定
労
働
時
間
を
用
い
る
意
味

　

労
働
時
間
を
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
資
格
有
無
の
判
断
基
準
と
す
る
と
し
て
、
所
定
労
働
時
間
等
と
実
労
働
時
間
等
の
い
ず
れ
を

基
準
と
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
内
か
ん
に
お
い
て
は
、
四
分
の
三
基
準
に
お
い
て
は
所
定
労
働
時
間
・
所
定
労
働
日
数
を
用
い
て
い

る
一
方
で
、
総
合
考
慮
の
場
面
で
は
「
労
働
日
数
、
労
働
時
間
」
を
考
慮
要
素
と
す
る
と
し
て
い
る
。
後
者
は
お
そ
ら
く
実
労
働
時
間

等
を
指
し
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
法
改
正
後
は
、
明
文
で
「
所
定
労
働
時
間
」
等
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
資
格
取
得
の
基
準
に
所
定
労
働
時
間
を
用
い
る
意
義
と
し
て
は
、
実
労
働
時
間
が
い
ま
だ
に
存
し
な
い
新

た
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
者
も
そ
の
日
か
ら
資
格
取
得
す
る
こ
と
（
厚
年
法
一
三
条
一
項
等
）
か
ら
所
定
労
働
時
間
を
用
い
る
ほ
か
な
い

こ
と
、
実
労
働
時
間
の
把
握
や
実
労
働
時
間
に
応
じ
た
被
保
険
者
資
格
の
有
無
の
変
動
と
そ
れ
に
伴
う
届
出
・
確
認
手
続
が
煩
雑
に
す

ぎ
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
3
）
所
定
労
働
時
間
と
強
制
加
入

　

実
務
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
所
定
労
働
時
間
を
基
準
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
保
険
が
強
制
加
入
で
あ
る
こ

と
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
所
定
労
働
時
間
は
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
労
働
契
約
や
、

使
用
者
が
定
め
る
就
業
規
則
に
よ
っ
て
主
観
的
（
任
意
）
に
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
が
「
強
制
」
の
趣
旨
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
と
り
わ
け
短
時
間
就
労
者
に
み
ら
れ
る
シ
フ
ト
制
勤
務
の
場
合
、
週
・
月
に
よ
っ
て
実
労
働
時
間
・
労
働
日
数
が
変
動
し
、

そ
も
そ
も
一
週
の
所
定
労
働
時
間
や
一
月
の
所
定
労
働
日
数
は
お
ろ
か
、
始
業
終
業
時
刻
さ
え
定
め
ら
れ
な
い
場
合
が
現
実
に
は
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
適
用
事
業
所
に
「
使
用
さ
れ
る
者
」
の
概
念
は
、
労
基
法
上
の
労
働
者
概
念
と
は
異
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
労
基

法
上
の
労
働
者
に
は
該
当
し
な
い
法
人
の
代
表
者
で
あ
っ
て
も
「
会
社
に
対
し
継
続
的
に
労
務
を
提
供
し
こ
れ
に
対
し
て
報
酬
の
支
払

を
受
け
る
」
よ
う
な
場
合
に
は
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
得
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
法
人
の
代
表
者
等
役
員
に
つ
い
て
は
一

（
24
）
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般
に
就
業
規
則
の
適
用
は
な
く
、
会
社
と
の
間
の
委
任
契
約
に
特
段
の
定
め
が
な
け
れ
ば
、
や
は
り
所
定
労
働
時
間
の
確
認
は
で
き
な

い
。
以
上
の
よ
う
な
労
働
者
や
役
員
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
使
用
者
の
判
断
（
ま
た
は
労
働
者
・
役
員
の
希
望
）
で
加
入
資
格
の
有
無

が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
。

　

さ
ら
に
、
所
定
労
働
時
間
等
の
短
い
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
は
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
「
残
業
」
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

機
構
事
件
の
場
合
も
、
Ｘ
と
Ａ
と
の
本
件
雇
用
契
約
に
お
い
て
は
い
ち
お
う
「
一
週
間
で
三
五
レ
ッ
ス
ン
」（
一
レ
ッ
ス
ン
四
〇
分
で

約
二
三
時
間
）
の
所
定
労
働
時
間
ら
し
き
定
め
が
あ
る
が
（
判
旨
は
こ
れ
を
所
定
労
働
時
間
と
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
判
旨
は

所
定
労
働
時
間
と
い
う
基
準
を
使
っ
て
い
な
い
）、
現
実
に
は
恒
常
的
に
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
レ
ッ
ス
ン
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
考
え
る
に
、
所
定
労
働
時
間
等
を
基
準
に
す
る
と
、
使
用
者
は
実
労
働
時
間
等
と
は
乖
離
し
た
所
定
労
働
時
間
等
を
設
け
る
こ
と

で
労
働
者
の
被
用
者
保
険
加
入
、
つ
ま
り
は
自
ら
の
保
険
料
負
担
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
実
労
働
時
間
は
恒

常
的
に
週
三
五
時
間
程
度
で
あ
る
の
に
、
所
定
労
働
時
間
を
週
一
九
時
間
と
で
も
設
定
し
て
い
れ
ば
、
当
該
労
働
者
は
被
保
険
者
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
後
掲
注
（
26
）
の
事
例
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
設
定
が
さ
れ
て
い
た
）。
や
は
り
、
所
定
労
働
時
間
を
用

い
る
仕
組
み
は
、
使
用
者
が
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
を
「
任
意
」
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

3　

実
労
働
時
間
を
用
い
る
可
能
性
と
そ
の
課
題

 

（
1
）
実
労
働
時
間
を
用
い
る
可
能
性

　

そ
も
そ
も
所
定
労
働
時
間
が
任
意
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
お
い
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
週
・
月
に
よ
り
実
労
働
時
間

が
変
動
す
る
た
め
所
定
労
働
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
困
難
な
労
働
者
や
、
残
業
（
所
定
時
間
外
労
働
）
の
常
態
化
し
た
労
働
者
に
つ
い

て
無
理
に
所
定
労
働
時
間
基
準
を
あ
て
は
め
る
と
、
不
都
合
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
に
つ
い
て
例
外
的
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に
実
労
働
時
間
等
を
基
準
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

法
改
正
前
は
「
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
…
…
者
」
と
い
う
条
文
解
釈
か
ら
短
時
間
就
労
者
の
適
用
除
外
を
導
い
て
い
た
。
そ
し

て
、
内
か
ん
も
、
四
分
の
三
基
準
に
お
い
て
所
定
労
働
時
間
を
用
い
て
い
た
も
の
の
、
個
別
判
断
・
総
合
考
慮
の
要
素
と
し
て
実
労
働

時
間
等
を
用
い
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
。
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
必
要
な
都
度
上
司
が
勤
務
日
を
命
ず
る
交
代
制
勤
務
の
労
働
者
に

つ
い
て
実
労
働
時
間
を
算
定
し
四
分
の
三
基
準
を
満
た
し
て
い
た
と
す
る
も
の
、
所
定
労
働
時
間
を
一
日
五
・
九
時
間
、
一
週
間
二

九
・
五
時
間
と
す
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
英
語
指
導
助
手
に
つ
い
て
、
朝
礼
の
出
席
や
授
業
の
準
備
行
為
等
か
ら
当
該
労
働
者
の

「
労
働
契
約
に
基
づ
く
労
働
に
従
事
し
た
客
観
的
な
時
間
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
実
労
働
時
間
を
一
日
七
時
間
、
一
週
間
約
三
五
時
間
を

超
え
る
も
の
と
認
定
し
、「
内
か
ん
の
基
準
に
よ
っ
た
と
し
て
も
」
当
該
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て

機
構
事
件
判
決
も
、
実
労
働
時
間
を
用
い
て
判
断
し
て
い
る
。

　

法
改
正
後
の
行
政
通
達
で
も
同
様
に
、
所
定
労
働
時
間
等
と
実
労
働
時
間
等
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
場
合
や
、

所
定
労
働
時
間
等
を
明
示
的
に
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
実
労
働
時
間
等
を
用
い
て
被
保
険
者
資
格
有
無
を
判
断
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
改
正
後
厚
年
法
は
、
明
文
で
所
定
労
働
時
間
等
を
用
い
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
同
法

違
反
と
な
り
得
る
。
所
定
労
働
時
間
に
「
実
労
働
時
間
」
を
含
む
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
が
、
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
現
実
に
は
実
労
働
時
間
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
場
面
も
多
々
あ
る
ほ
か
、
そ
う
し
な
い
と
完
全
に
使
用
者
の
判
断
に
よ
り

主
観
的
に
被
保
険
者
資
格
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
生
ず
る
。
立
法
の
瑕
疵
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 

（
2
）
実
労
働
時
間
を
用
い
る
場
合
の
課
題

　

一
部
の
労
働
契
約
関
係
に
お
い
て
被
保
険
者
資
格
有
無
の
判
断
に
実
労
働
時
間
を
用
い
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
次
の

（
25
）

（
26
）
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よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
。

①　

実
労
働
時
間
の
算
定

　

ま
ず
、
い
か
な
る
時
間
を
被
保
険
者
資
格
判
断
基
準
と
し
て
の
実
労
働
時
間
と
す
る
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
機
構
事
件
判
決
に
お

い
て
裁
判
所
は
、
明
示
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
上
述
の
最
高
裁
判
例
が
示
し
た
労
基
法
上
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
を
用

い
て
判
断
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
よ
り
適
切
な
労
働
時
間
の
認
定
基
準
も
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に

置
か
れ
て
い
る
時
間
は
被
保
険
者
資
格
を
肯
定
す
る
「
生
計
維
持
」（
経
済
的
従
属
性
？
）
あ
る
い
は
「
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密

さ
」
と
い
っ
た
要
素
と
十
分
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
特
段
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
刑
事
罰
や
私
法
上
の
債
権
債
務
の
発
生
す
る
労
基
法
上
の
労
働
時
間
ほ
ど
厳
格
に
認
定
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
上
述
の
法
人
の
代
表
者
等
役
員
の
よ
う
に
、
労
基
法
上
の
労
働
者
で
は
な
い
「
使
用
さ
れ
る
者
」
に
つ
い
て
は
、
労
基

法
上
の
労
働
時
間
管
理
が
不
要
で
あ
り
、
実
労
働
時
間
を
認
定
す
る
の
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
実
務
上
の
問
題
は
あ
る
だ
ろ
う
。

②　

算
定
期
間

　

就
業
規
則
の
記
載
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
所
定
労
働
時
間
と
異
な
り
、
実
労
働
時
間
を
認
定
す
る
た
め
に
は
そ
の
把
握
の
た

め
の
一
定
の
算
定
期
間
が
必
要
と
な
る
。
実
労
働
時
間
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
残
業
が
常
態
化
し
て
い
る
場
合
や
一
週
間

や
一
月
の
労
働
時
間
が
変
動
す
る
場
合
で
あ
る
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
短
い
算
定
期
間
で
は
実
態
を
正
し
く
反
映
で
き
な
い
ほ
か
、
被
保
険

者
資
格
の
得
喪
の
手
続
が
煩
瑣
と
な
る
。

　

機
構
事
件
判
決
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
る
日
の
「
前
六
か
月
及
び
後
三
か
月
」
の
実
労
働
時
間
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ

は
Ａ
が
設
定
し
た
被
保
険
者
資
格
に
つ
い
て
の
内
部
基
準
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
Ｘ
の
レ
ッ
ス
ン
数
が
月
ご
と
に
変
動

す
る
こ
と
か
ら
「
一
定
の
期
間
を
考
慮
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
」
が
、
そ
の
期
間
の
長
さ
の
根
拠
お
よ
び
合
理
性
に
一
切
触
れ

（
27
）

（
28
）
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ず
に
、
Ａ
が
任
意
に
設
定
し
た
「
一
定
の
期
間
」
に
依
拠
し
て
Ｘ
の
被
保
険
者
資
格
有
無
を
判
断
し
た
点
、
さ
ら
に
、
総
合
考
慮
の
一

要
素
で
は
あ
る
が
、「
一
定
の
期
間
」
に
お
い
て
何
か
月
「
四
分
の
三
」
を
超
え
て
い
れ
ば
被
保
険
者
資
格
を
得
ら
れ
る
か
の
基
準
ま

で
も
内
部
基
準
に
依
拠
し
て
い
る
点
、
と
り
わ
け
「
社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
い
う
労
働
者
の
任
意
性
を
認
め

る
判
示
を
し
て
い
る
点
は
、
強
制
加
入
の
社
会
保
険
制
度
で
あ
る
被
用
者
保
険
の
趣
旨
に
は
適
合
し
な
い
も
の
と
い
え
る
。
裁
判
所
と

し
て
は
自
ら
法
律
に
基
づ
い
た
基
準
を
示
す
か
、
少
な
く
と
も
Ａ
の
内
部
基
準
の
合
理
性
を
根
拠
づ
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
法
律
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
算
定
期
間
を
定
め
る
の
も
難
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
機
構
事
件
判
決
に
つ
い
て
の
批

評
に
お
い
て
、「
被
保
険
者
資
格
の
発
生
に
よ
り
保
険
料
納
付
義
務
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
」、「
保
険
料
額
を
決
定
す
る
基
礎
に
な
る
標

準
報
酬
月
額
の
定
時
決
定
（
同
［
厚
年
法
］
二
一
条
）
で
用
い
ら
れ
る
前
三
か
月
と
い
う
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
す
る
見

解
が
あ
る
。
し
か
し
、
直
接
的
根
拠
と
も
い
い
難
い
し
、
新
た
に
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
そ
も
そ

も
「
前
」
が
存
在
し
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
同
見
解
の
趣
旨
を
踏
ま
え
「
前
三
か
月
」
を
一
定
の
基
準
と
し
つ
つ
も
、
労
働
者
の
勤
務

実
態
や
労
働
契
約
の
内
容
に
即
し
て
個
別
判
断
す
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
法
改
正
後
の
行
政
通
達
は
、
残
業
の
常
態
化
に
つ
い

て
は
「
前
二
か
月
」
と
し
て
い
る
一
方
で
、
所
定
労
働
時
間
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
個
別
判
断
と
し
て
い
る
が
、
一
応
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

4　

被
保
険
者
資
格
の
「
非
統
一
」
性

　

と
こ
ろ
で
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に
被
保
険
者
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
同
一
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
「
通
常
の
労
働

者
」
の
所
定
労
働
時
間
と
の
比
較
で
決
ま
る
。
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
数
が
四
〇
時
間
で
あ
れ
ば
四
分
の
三
ラ
イ

ン
は
三
〇
時
間
で
あ
る
が
、
三
六
時
間
で
あ
れ
ば
二
七
時
間
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
所
定
労
働
時
間
数
で
あ
っ
て
も
事
業
所
が

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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異
な
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
一
事
業
所
・
同
じ
所
定
労
働
時
間
数
で
あ
っ
て
も
短
時
間
就
労
者
に
と
っ
て
比
較
対
象
と
な
る
「
通

常
の
労
働
者
」
が
異
な
れ
ば
、
被
保
険
者
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
が
、
こ
の
点
も
強
制
加
入
を
前
提
と

す
る
社
会
保
険
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
面
か
ら
批
判
の
対
象
と
な
り
得
よ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、「
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
」
が
短
時
間
就
労
者
の
適
用
を
除
外
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
い

う
立
場
に
立
っ
た
う
え
で
、
事
業
所
や
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
業
務
ご
と
に
、
何
時
間
働
け
ば
「
使
用
者
と
の
関
係
が
緊
密
」
で
あ
る

か
が
異
な
る
と
い
う
理
解
を
す
れ
ば
、
説
明
は
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
所
ご
と
に
事
情
が
異
な
る
と
こ
ろ
に
絶
対
的
な
所
定

労
働
時
間
（
た
と
え
ば
週
三
〇
時
間
）
と
い
う
基
準
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
事
業
所
で
行
わ
れ
る
あ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働

者
の
う
ち
も
っ
と
も
所
定
労
働
時
間
の
長
い
者
が
も
っ
と
も
「
使
用
者
と
の
関
係
が
緊
密
」
な
労
働
者
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
四
分
の

三
以
上
の
所
定
労
働
時
間
を
有
す
る
も
の
を
被
保
険
者
と
す
る
ほ
う
が
、「
使
用
者
と
の
関
係
の
緊
密
さ
」
を
正
確
に
は
か
れ
る
、
と

い
う
理
解
で
あ
る
。

六　

ま
と
め
に
か
え
て

　

こ
こ
ま
で
、
労
働
時
間
（
特
に
所
定
労
働
時
間
）
を
基
準
に
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
該
当
性
を
判
断
す
る
根
拠
や
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
た
。
労
働
者
の
一
部
を
被
用
者
保
険
の
適
用
除
外
と
す
る
根
拠
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
生
計
を
支
え
る
に
足
り
る
報
酬

を
得
て
い
な
い
労
働
者
が
制
度
の
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
（
ニ
ー
ズ
に
着
目
す
る
も
の
と
い
え
る
）
と
、

「
使
用
者
拠
出
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
と
の
関
係
が
緊
密
で
は
な
い
労
働
者
は
適
用
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
前
者
の
根
拠
に
依
拠
す
る
場
合
、
労
働
時
間
に
よ
っ
て
被
保
険
者
資
格
の
有
無
を
決
定
す
る
に
は
難
が
あ
り
、
ス
ト
レ
ー
ト
に

は
、
労
働
者
の
得
た
（
ま
た
は
得
る
予
定
の
）
報
酬
額
を
基
準
に
そ
れ
を
決
定
す
る
の
が
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
で
、
後

（
32
）

（
33
）
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者
の
根
拠
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
ち
お
う
、
労
働
時
間
を
基
準
に
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
短
時
間
就
労
者
で
あ
っ
て
も
使
用
者
と
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
勤
務
実
態
等
を
総
合
考
慮
す
る

途
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
（
現
行
法
は
そ
の
点
が
欠
け
て
い
る
）。

　

ま
た
、
被
用
者
保
険
が
強
制
加
入
の
社
会
保
険
制
度
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
、
被
用
者
保
険
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
に
あ
た
っ

て
も
「
任
意
」
性
の
排
除
と
全
国
統
一
的
な
取
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。
労
働
時
間
を
適
用
基
準
と
し
た
場
合
、
現
行
制
度
の
よ
う
に
所

定
労
働
時
間
を
用
い
る
場
合
は
実
労
働
時
間
を
用
い
る
場
合
に
比
べ
（
特
に
使
用
者
の
）「
任
意
」
性
が
高
い
。
実
務
上
も
、
労
働
者

に
と
っ
て
は
所
定
労
働
時
間
を
定
め
ら
れ
な
い
場
合
も
発
生
し
（
少
な
く
と
も
こ
の
点
を
想
定
し
て
い
な
い
現
行
法
に
は
明
ら
か
な
瑕

疵
が
あ
る
）、
そ
の
場
合
事
実
上
労
使
の
合
意
か
使
用
者
に
よ
る
決
定
に
基
づ
い
て
被
保
険
者
資
格
の
得
喪
が
決
ま
る
。
加
え
て
、「
通

常
の
労
働
者
の
四
分
の
三
」
と
い
う
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
所
定
労
働
時
間
が
同
じ
で
も
事
業
所
ま
た
は
業
務
が
異
な
る
と
資

格
の
有
無
が
異
な
る
と
い
う
不
統
一
が
発
生
す
る
（
こ
れ
に
対
し
、
た
と
え
ば
厚
年
法
現
一
二
条
五
号
の
適
用
除
外
の
例
外
の
一
要
件

で
あ
る
「
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以
上
」
と
い
う
基
準
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
が
発
生
し
な
い
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
所
定
労
働
時
間
を
基
準
と
し
て
用
い
る
現
行
制
度
は
、
強
制
加
入
の
社
会
保
険
と
い
う
原
則
を
も
ち
な
が
ら
、
制
度

趣
旨
か
ら
適
用
対
象
と
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
「
境
界
線
」
に
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
使
用
者
と
労
働
者
の
任
意
に
委

ね
て
お
り
、
全
国
統
一
的
な
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
実
労
働
時
間
や
報
酬

月
額
等
を
基
準
に
す
る
こ
と
で
是
正
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
も
そ
も
被
用
者
保
険
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
厳
格
に

任
意
性
の
排
除
・
全
国
統
一
的
な
取
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。「
境
界
線
」
を
労
使
で
定
め
る
こ
と
を
一
切
許
容
せ
ず
政
府
が
客
観
的
に
決
定
す
る
に
は
一
定
程
度
の
コ
ス
ト
が
み
こ
ま
れ

る
（
実
労
働
時
間
の
認
定
や
そ
の
他
の
事
情
の
総
合
考
慮
に
は
か
な
り
の
調
査
・
紛
争
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
ろ
う
）。
さ
ら
に
、「
境
界
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線
」
付
近
の
労
働
者
の
中
に
は
、
被
用
者
保
険
へ
の
加
入
を
あ
え
て
望
ま
な
い
一
定
程
度
者
も
い
る
と
推
認
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
境
界
線
」
付
近
の
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
決
定
に
は
、
あ
る
程
度
労
使
の
「
任
意
」
性
を
残
し
て
お
く
こ
と
も
、
現
実
的
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
境
界
線
付
近
の
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
は
一
種
の
「
労
使
自
治
」
に
委
ね
る
、
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
。
強
制
加
入

の
趣
旨
に
は
反
す
る
考
え
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
被
用
者
保
険
が
企
業
ご
と
に
労
使
自
治
で
決
定
さ
れ
る
福
利
厚
生
の
社
会
化
で
あ
る

と
考
え
る
と
、
解
釈
論
・
立
法
論
と
し
て
必
ず
し
も
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
労
使
の
交
渉
力
格
差
を
ふ

ま
え
、
使
用
者
に
よ
る
濫
用
を
防
止
す
る
工
夫
は
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
点
の
結
論
を
出
す
た
め
に
は
被
用
者
保
険
の
「
性
質
」
論
に
踏
み
込
み
、
比
較
法
や
立
法
経
緯
も
踏
ま
え
た
本
格
的
な
議
論
が

必
要
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
問
題
提
起
に
と
ど
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

東
京
地
判
平
成
二
八
・
六
・
一
七
労
判
一
一
四
二
号
五
頁
。
同
事
件
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
指
宿
昭
一
／
中
居
雅
人
・
労
旬
一
八
七
四
号

（
二
〇
一
六
年
）
一
〇
頁
、
浅
野
公
貴
・
賃
社
一
六
八
七
・
八
八
号
（
二
〇
一
七
年
）
九
〇
頁
。

適
用
事
業
所
に
つ
い
て
は
六
条
に
規
定
。

「
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
平
成
二
四
年
法
律
六
三
号
）
に
よ
り

削
除
。内

か
ん
の
適
用
基
準
や
法
形
式
等
に
つ
い
て
批
判
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
川
崎
航
史
郎
「
短
時
間
労
働
者
の
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保

険
へ
加
入
す
る
権
利
─
─
四
分
の
三
基
準
に
も
と
づ
く
適
用
除
外
の
違
法
性
」
労
旬
一
八
三
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
八
頁
（
論
文
①
）、
同
「
適

用
基
準
設
定
の
法
的
考
察
」
社
会
保
障
法
三
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
一
頁
（
論
文
②
）。

前
掲
注
（
1
）。

木
下
秀
雄
「
被
用
者
保
険
加
入
促
進
は
労
働
組
合
の
課
題
」
労
旬
一
八
三
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
六
頁
。

労
判
一
一
四
二
号
一
一
─
一
二
頁
。

た
だ
し
、
四
分
の
三
基
準
を
厳
格
適
用
す
る
こ
と
の
合
理
性
を
認
め
た
の
で
は
な
く
、
総
合
考
慮
・
個
別
判
断
の
一
要
素
と
す
る
合
理
性
の

（
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み
認
め
た
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
）（
木
下
秀
雄
「
判
批
」
労
旬
一
八
七
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
六
頁
）。

木
下
・
前
掲
注
（
8
）。

い
さ
さ
か
ラ
フ
に
単
純
計
算
を
し
て
み
る
と
、
時
給
一
、
〇
〇
〇
円
の
者
が
標
準
報
酬
月
額
の
下
限
で
あ
る
九
万
八
〇
〇
〇
円
と
な
る
報
酬

月
額
一
一
万
円
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
、
月
の
労
働
時
間
は
一
〇
一
時
間
（
一
一
万
円
÷
一
、
〇
〇
〇
円
／
時
間
）
と
な
り
、
仮
に
一
月
間
の
所

定
労
働
日
数
が
二
二
日
で
あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
一
月
間
の
労
働
時
間
一
七
六
時
間
（
八
時
間
×
二
二
日
）
と
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
五

七
・
四
％
の
労
働
時
間
就
労
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
な
る
。

法
研
『
健
康
保
険
法
の
解
釈
と
運
用
（
第
一
〇
版
）』（
法
研
、
一
九
九
九
年
）
一
六
〇
頁
。

木
下
・
前
掲
注
（
8
）。

法
研
『
厚
生
年
金
保
険
法
解
説
（
改
訂
版
）』（
法
研
、
二
〇
〇
二
年
）
四
八
七
頁
。

堀
勝
洋
『
年
金
保
険
法
（
第
三
版
）』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
六
七
頁
。
ま
た
、
川
崎
・
前
掲
注
（
4
）（
論
文
①
）
は
、
法
律

上
の
根
拠
が
あ
る
「
臨
時
的
雇
用
」
で
は
な
く
「
短
時
間
雇
用
」
を
根
拠
に
短
時
間
就
労
者
を
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
に
は
法
律
上
の
根
拠
が
な

い
と
指
摘
す
る
。

堀
・
前
掲
注
（
14
）
一
六
七
頁
な
ど
。

た
だ
し
、
当
分
の
間
、
通
常
の
労
働
者
の
総
数
が
常
時
五
〇
〇
人
を
超
え
る
「
特
定
適
用
事
業
所
」
以
外
の
適
用
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
原

則
（
イ
）
～
（
ニ
）
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
被
保
険
者
と
さ
れ
な
い
。

第
一
八
〇
回
国
会
衆
議
院
会
議
録
一
八
号
（
小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
の
趣
旨
説
明
）。

川
崎
・
前
掲
注
（
4
）（
論
文
②
）
は
、
こ
の
明
文
化
を
取
り
上
げ
、
内
か
ん
に
よ
る
取
扱
い
が
違
法
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
改
正
が

「
適
用
拡
大
」
し
た
と
と
ら
え
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
す
る
。

「
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
拡
大
に
係
る
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
平
成
二
八
年
年
管
管
発
〇
五

一
三
第
一
号
）。

な
お
、「e-Gov

法
令
検
索
」（http://elaw

s.e-gov.go.jp/search/elaw
sSearch/elaw

s_search/lsg0100/

）
を
用
い
て
検
索
し
た
と

こ
ろ
、
二
〇
一
八
年
六
月
二
九
日
現
在
、「
所
定
労
働
時
間
」
の
語
を
用
い
る
法
律
は
一
二
、「
所
定
労
働
日
数
」
の
語
を
用
い
る
も
の
は
五
で
あ

っ
た
。

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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被用者保険の適用と労働時間　

菅
野
和
夫
『
労
働
法
（
第
一
一
版
補
正
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
四
七
九
頁
。

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
事
件
・
最
一
小
判
平
成
一
二
・
三
・
九
民
集
五
四
巻
三
号
八
〇
一
頁
。

労
基
法
上
の
法
定
時
間
外
労
働
に
は
該
当
し
な
い
所
定
労
働
時
間
外
労
働
を
「
法
内
残
業
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

広
島
高
岡
山
支
判
昭
和
三
八
・
九
・
二
三
行
集
一
四
巻
九
号
一
六
八
四
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
五
五
・
一
一
・
二
一
行
集
三
一
巻
一
一
号
二
四

四
一
頁
。

京
都
市
役
所
事
件
・
京
都
地
判
平
成
一
一
・
九
・
三
〇
判
時
一
七
一
五
号
五
一
頁
。
な
お
同
判
決
は
内
か
ん
の
基
準
を
「
違
法
、
不
当
と
は

考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
同
基
準
に
し
た
が
っ
て
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
の
有
無
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ラ
ッ
ク
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
七
・
三
・
二
〇
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、LEX

/D
B25524743

。

ペ
ダ
カ
ー
ド
の
確
認
や
レ
ッ
ス
ン
間
の
待
機
を
事
業
場
内
で
行
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
、
準
備
行
為
と
し
て
五
分
を
「
要
す
る
」
と
し

て
い
る
点
か
ら
そ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
。

詳
細
は
菅
野
・
前
掲
注
（
21
）
四
八
五
頁
。

同
旨
、
浅
野
・
前
掲
注
（
1
）。

浅
野
・
前
掲
注
（
1
）。

「
通
常
の
労
働
者
」
は
、
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
二
条
に
規
定
す
る
通
常
の
労
働
者
を
い
う
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
二
条
に
い

う
通
常
の
労
働
者
は
、
行
政
通
達
（
平
成
二
六
・
七
・
二
四
基
発
〇
七
二
四
第
二
号
）
に
よ
る
と
、「
社
会
通
念
に
従
い
、
比
較
の
時
点
で
当
該

事
業
所
に
お
い
て
『
通
常
』
と
判
断
さ
れ
る
労
働
者
を
い
う
」
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
正
規
型
」
の
労
働
者
や
フ
ル
タ
イ
ム
の
基
幹
的
労
働
者
を

指
す
。
あ
る
労
働
者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
二
条
の
短
時
間
労
働
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
同
一
の
業
務
に
従
事
す
る
通
常
の
労
働
者
と
の
比

較
で
定
ま
り
、
同
一
の
業
務
に
従
事
す
る
通
常
の
労
働
者
が
い
な
い
場
合
は
当
該
事
業
所
に
お
け
る
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
最
長
で
あ
る
通

常
の
労
働
者
と
比
較
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

川
崎
・
前
掲
注
（
4
）（
論
文
①
）
は
、
こ
の
よ
う
な
「
変
数
的
相
対
基
準
」
を
「
妥
当
で
は
な
い
」
と
す
る
。

そ
も
そ
も
労
働
者
は
す
べ
か
ら
く
被
用
者
保
険
の
対
象
と
す
べ
し
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
の
課
題
か
ら
、
検
討
は
行
わ
な

い
。

機
構
事
件
判
決
が
Ｘ
の
被
保
険
者
資
格
の
有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
て
Ａ
の
内
部
基
準
を
用
い
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
法
改
正
前
の
あ
い
ま

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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研究ノート

い
な
（
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
）「
境
界
線
」
上
に
あ
っ
た
労
働
者
の
被
保
険
者
資
格
に
つ
い
て
、
労
使
自
治
に
委
ね
る
こ
と
を
認
め
た
と
評
価

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
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